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河川事業担当事務所

1 利根川上流河川事務所
2 利根川下流河川事務所
3 霞ヶ浦河川事務所
4 霞ヶ浦導水工事事務所
5 江戸川河川事務所
6 渡良瀬川河川事務所
7 下館河川事務所
8 荒川上流河川事務所
9 荒川調節池工事事務所

那珂川

久慈川

鬼
怒
川

小
貝
川

相模川

栃木県

群馬県

山梨県

茨城県

神奈川県

長野県

東京都

埼玉県

千葉県
横浜市

さいたま市

宇都宮市

前橋市

長野市

甲府市

水戸市

千葉市

富士川水系砂防

利根川水系砂防

譲原地区地すべり対策

利根川水系砂防
（鬼怒川）

利根川水系砂防
（渡良瀬川）

八ッ場ダム

浅間山火山砂防

江
戸
川

富
士
川

37

1

2

3

4

5

6 7

8

10

11

13

14

15

9

16

17

18

19

20

3435

36

①

⑤

品木ダム

相俣ダム

薗原ダム

藤原ダム

川俣ダム
川治ダム

湯西川ダム

五十里ダム

二瀬ダム

宮ヶ瀬ダム

利根川水系砂防

凡 例
：河川
：流域界
：直轄河川区間
：直轄砂防区域

河川・道路事業担当事務所

34 常陸河川国道事務所
35 高崎河川国道事務所
36 甲府河川国道事務所
技術事務所

37 関東技術事務所

荒川下流河川事務所
京浜河川事務所11

利根川水系砂防事務所
12

日光砂防事務所
13

富士川砂防事務所
14
15
利根川ダム統合管理事務所16
鬼怒川ダム統合管理事務所17
相模川水系広域ダム管理事務所18
二瀬ダム管理所19
品木ダム水質管理所

久慈川緊急治水対策河川事務所
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直轄河川（8水系）の管理状況

水系名 河川数
管理延長
(km)

流域面積
(km2)

久慈川 3 48 1,490

那珂川 4 100 3,270

利根川 65 974 16,840

荒　川 11 174 2,940

多摩川 3 79 1,240

鶴見川 4 23 235

相模川 4 26 1,680

富士川 10 122 3,990

計 104 1 ,544 31 ,685

※河川数・管理延長にはダム区間含む。

※四捨五入のため、計は合わない。

○河川は１都９県に跨がる、８水系、１０４河川、１，５４４ｋｍの区間を管理。
○海岸は２海岸、ダムは１３ダム・２導水路、砂防は２水系砂防・１火山砂防・１地すべりを管理。

荒川貯水池

渡良瀬貯水池

静岡県

関東地方について 関東地方整備局管内の河川と事務所
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8水系出水時の注意事項
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本日のポイント

33

○関東地方の地形の特徴（大雨の降り方）

北西側に山脈を抱え、南東側に開けた広大な平野を有する。
→ 国管理河川：前線が西側から進入することが難しい

台風が通過する際には、各河川の上流部に多
くの降雨をもたらす場合が多い。

○河川が流れる場所と流域の違いに注意が必要

雨が降っていない地域でも水位が高くなる場合も。
例：鬼怒川、江戸川



関東管内河川鳥瞰図
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富士山

甲武信ヶ岳

大水上山

鬼怒沼 那須岳
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○ 昭和22年（1947年）9月カスリーン台風による出水では、熊谷市久下地先、鴻巣市及び入間川の各所で堤防が決壊し、利根川からの氾濫と合わせて
埼玉及び東京の低地は濁水の海と化し、戦後復興の緒についたばかりの流域に未曾有の被害を与えた。

○ 岩淵地点上流域における流域平均3日雨量（S22.9.13～15）は437㎜となり、累加雨量は、秩父観測所で600㎜以上、名栗観測所で500㎜以上を記録し
た。

○ この洪水により、死者・行方不明者109人、床下浸水79,814戸、床上浸水124,896戸、全半壊・流失3,428戸の戦後最大となる被害が発生した。

昭和22年 カスリーン台風の氾濫区域図 出典：埼玉県水害誌

荒川左岸

71.0K（熊谷市）

熊谷市久下地先に
おける堤防決壊

109人死者・行方不明者

3,428戸家屋全・半壊及び流出戸数

124,896戸床上浸水
浸水家屋戸数

79,814戸床下浸水

3日雨量等雨量線図（9月13日～9月15日）

カスリーン台風氾濫区域図 カスリーン台風災害状況図
出典：国土地理院

昭和22年9月洪水 航空写真

昭和22年9月洪水 被害状況

※「埼玉県の気象百年」、「東京都水害史」、「東京都水防計画（資料編）」、
を元に整理

カスリーン台風の概要
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渡良瀬川決壊口

利根川決壊口

○ 昭和22年9月、房総半島沖を通過した「カスリーン台風」により、利根川や渡良瀬川では全川にわたり過去最高水位を記録した。
○ 9月15日に渡良瀬川等、16日午前0時15分には利根川合流点に近い渡良瀬川の三国橋右岸、午前0時20分には北埼玉郡東村（現加須市）新川通地先の利

根川右岸が決壊するなど、利根川流域全域にわたって洪水被害が発生した。

○ 利根川右岸の決壊による氾濫流は、今の中川・綾瀬川流域を飲み込み、荒川の氾濫流とも併せ、東京都と埼玉県の都県境にある大場川の桜堤までも決
壊させ、葛飾区・江戸川区・足立区の東京区部にまで達するなど、関東一円に大きな被害をもたらした。

利根川
決壊口

カスリーン台風の経路 カスリーン台風による浸水状況

カスリーン台風による被害

利根川決壊口の様子

利根川・渡良瀬川の決壊口付近の状況

渡良瀬川
決壊口

家屋流出・ 家屋半壊 死者 田畑の浸水

床上 床下 倒壊（⼾） （⼾） （人） （ha）

東京都 72,945 15,485 56 8 2,349

千葉県 263 654 6 4 2,010

埼玉県 44,610 34,334 1,118 2,116 86 66,524

群馬県 31,091 39,938 1,936 1,948 592 62,300

茨城県 10,482 7,716 209 75 58 19,204

栃木県 2,417 3,500 352 24,402

合計 5,736 7,645 1,100 176,789

45,642

303,160

家屋浸水（⼾）
都県名

カスリーン台風の概要
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○ 昭和34年8月洪水は、笛吹川における戦後最大洪水であり、堤防決壊が発生し、甚大な氾濫被害が発生した。

○ 昭和57年8月洪水は、富士川・釜無川における戦後最大洪水であり、堤防決壊は発生しなかったが、無堤防地区で外水氾濫が発生した。

笛吹川左岸の堤防の決壊 釜無川武田橋流失 市川三郷楠甫地区の浸水

東海道本線鉄橋の流失 身延町波木井地先の堤防洗掘富士川町駅前通り地区の浸水

昭和34年8月洪水 昭和34年8月洪水、昭和57年8月洪水における浸水域

昭和57年8月洪水

富士川・釜無川：戦後最大洪水

笛吹川：戦後最大洪水
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芝
川
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畑
川

福士川

小武川

甲府盆地

甲府盆地

瀬戸島周辺

身延町周辺

出水被害状況
約5,800m3/s
約9,800m3/s

流量（清水端）
（北松野）

（山梨県内）
884

死者・行方不明者
【人】

（山梨県内）
6,536

家屋全壊・半壊・流出
【戸】

（山梨県内）
14,495

家屋浸水
【戸】

出水被害状況
約6,800m3/s
約14,300m3/s

流量（清水端）
（北松野）

（山梨県内）
7

死者・行方不明者
【人】

（全流域）
46

家屋全壊・半壊・流出
【戸】

（全流域）
523

床上浸水
【戸】

（全流域）
632

床下浸水
【戸】

 昭和57年8月台風第10号が渥美半島から輪島半島に抜ける経

路をたどり、早川・富士川中流域を中心に雨が降り、清水端

上流の流域平均雨量は283mm/2日であった。

 堤防の決壊は発生しなかったものの、東海道本線鉄橋の流失

のほか、河岸侵食や内水氾濫、無堤地区での外水氾濫が発生

した。

 被災箇所は富士川13箇所、釜無川11箇所、笛吹川15箇所の計

39箇所であった。

 昭和34年8月台風第7号が富士川沿川を北上し、早川流域・東

部山岳地帯を中心に雨が降り、清水端上流の流域平均雨量は

254mm/2日であった。

 武田橋下流や根津橋上流などで堤防が決壊するなどの甚大な

被害が発生した。

多摩川
※S34.8洪水の浸水範囲は、航空写真の土砂
堆積範囲を抽出したものであり、実際には、
内水氾濫域も含め、甲府盆地の相当範囲が
浸水したと考えられる

瀬戸島周辺身延町周辺

×

×
×

×
×

×

××

×
××
××

凡　例

× S34.8 破堤箇所

S34.8 氾濫地域

S57.8 氾濫地域

昭和34年8月洪水 昭和57年8月洪水の概要
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昭和56年8月洪水概要 昭和61年8月洪水概要

○ 昭和56年8月、台風の影響により、利根川と鬼怒川の上流山間部では総雨量が300～500mmに達して利根川本川で洪水が発生し、小貝川は利根川本川か
らの逆流により、24日午前2時頃、左岸3.7k付近（龍ケ崎市高須地先）にて決壊した。

○ また、昭和61年台風第10号の影響により、黒子上流域の雨量が流域平均で300ｍｍ/日以上に達し、無堤部からの溢水により、下館市（現 筑西市）母
子島地区では、5集落が冠水し、明野町（現 筑西市）赤浜地先の左岸堤防と石下町（現 常総市）本豊田地先の右岸堤防の2箇所で決壊が発生した。

昭和56年8月21日～23日 3日間降雨分布図

拡大図

決壊箇所

34km2浸水面積

約5540戸浸水家屋数

浸水範囲

小貝川上流域
（A=244km2）

大谷川流域
（A=59.7km2）

五行川流域
（A=279km2）

黒子

▲三谷
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凡例

降
水
量

流域界

五行川
流域

小貝川
上流域

43km2浸水面積

約4500戸浸水家屋数

浸水範囲

昭和56年8月洪水 昭和61年8月洪水の概要
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等雨量線図（9月8日～10日累加データ） 水位状況

○ 平成27年9月の関東・東北豪雨では、栃木県日光市の五十里雨量観測所において昭和50年の観測開始以来最多の24時間雨量560mmを記録するなど、各
観測所で観測史上最多雨量を記録し、鬼怒川の石井地点等において観測史上最高の水位を記録する大洪水となった。

○ この洪水により、常総市三坂町地先の鬼怒川左岸で決壊が生じ、常総市の約1/3に相当する約40㎞２が浸水し、常総市役所も浸水するなど大きな被害
となった。

決壊箇所と浸水状況

家屋等流出状況

常総市役所前の浸水状況

水文データ

石井 水海道

鬼怒川流域

平成27年関東・東北豪雨の概要

9



令和元年東日本台風（台風第１９号）
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○ 台風本体の発達した雨雲や台風周辺の湿った空気の影響で、静岡県や関東甲信地方、東北地方を中心に広い範
囲で記録的な大雨となった。
○ 10日からの総雨量は神奈川県箱根町で1000ミリに達し、関東甲信地方と静岡県の17地点で500ミリを超えた。

レーダ雨量図気象・降雨の概要

※速報値

10月12日18時

10月12日19時

9日9時 大型 猛烈な
915hPa 55m/s

9日21時 大型 猛烈な
915hPa 55m/s

12日9時 大型 非常に強い
945hPa 45m/s11日21時 大型 非常に強い

935hPa 45m/s

11日9時 大型 非常に強い
935hPa 50m/s

10日21時 大型 非常に強い
920hPa 50m/s

10日9時 大型 猛烈な
915hPa 55m/s

12日18時 大型 強い
955hPa 40m/s

12日21時 大型 強い
960hPa 40m/s

13日3時 大型
970hPa 30m/s

10月12日19時前
伊豆半島に上陸

台風経路図台風経路

※荒川流域

※荒川流域

※荒川流域

※多摩川流域

※多摩川流域

※相模川流域

気象庁HP（台風第１９号による大雨・暴風等）より

72時間降水量の多い方から10位（10月10日0時～10月13日24時）

令和元年東日本台風（台風第１９号）の概要
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１．河川氾濫

●決壊（4河川11箇所）

●越水・溢水（9河川34箇所）

都幾川1、多摩川1、那珂川13、久慈川1、
涸沼1、里川1、利根川8、鬼怒川1、荒川7

２．ダム
国・水機構管理6ダムで異常洪水時防災操作を回避

（二瀬、川俣、川治、草木、下久保、宮ヶ瀬ダム）

八ッ場ダ
ム

埼玉県川越市平塚新田地先
(右岸0.0k付近)

埼玉県東松山市正代地先
(左岸7.6k付近)

埼玉県東松山市早俣地先
(右岸0.4k付近)

埼玉県東松山市葛袋地先
(右岸5.9k付近)

埼玉県東松山市石橋地先
(左岸6.5k付近)

茨城県常陸大宮市富岡地先
(左岸25.5k付近)

茨城県常陸大宮市下町地先
(右岸25.5k付近)

茨城県常陸大宮市塩原地先
(左岸27.0k付近)

茨城県那珂市下江戸地先
(右岸28.6付近)

茨城県常陸大宮市野口地先
(左岸40.0k付近)

茨城県常陸大宮市下伊勢畑地先
(右岸41.2k付近)

地先

茨城

久慈川 久慈川

県 水系 河川

埼玉

越辺川

荒川

那珂川 那珂川

都幾川

○ 関東地方整備局管内では、4河川11箇所で決壊。

令和元年東日本台風 河川の被災状況（国管理河川）
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令和元年東日本台風 氾濫の状況（那珂川・久慈川（国管理区間））

○ 那珂川水系那珂川では3箇所、久慈川水系久慈川では3箇所の堤防が決壊、広い範囲で浸水被害が発生。
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決壊箇所

決壊箇所

決壊箇所

川越市平塚新田地先
（越辺川右岸0ｋ付近）

東松山市正代地先
（越辺川左岸7.6ｋ付近）

東松山市早俣地先
（都幾川右岸0.4ｋ付近）

R1.10.13 7時時点

○ 荒川水系越辺川・都幾川では、5箇所において堤防が決壊し、広い範囲で浸水被害が発生。

令和元年東日本台風 氾濫の状況（荒川水系（国管理区間））
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利根川流域の降雨の状況 利根川中流部状況（利根川150k付近）

○ 令和元年東日本台風は昭和22年カスリーン台風に次いで近年最大規模の洪水となり、基準地点八斗島において河川整備計画目標流量を上回る
17,500m3/s（ダム・氾濫戻し）を記録した。

○ 利根川上流ダム群等のカスリーン台風以降に整備された施設による効果が確認された一方で、利根川中流部や下流部などにおいて計画高水位を超過
し、本川の無堤区間や支川で浸水が生じたため、今後もさらなる河川整備が必要である。

R1.10洪水の等雨量線図（3日間）

S22.9カスリーン台風の等雨量線図（3日間
）

■HWLを超過し、堤防天端近くまで水位が上昇■上流部は非常に大きな降雨であったが、平野部は小雨傾向

令和元年東日本台風（台風第１９号）の概要（利根川）
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○ 令和元年東日本台風（台風第19号）の接近に伴い、10月11日から多摩川流域全体の広範囲に強い雨域がかかり大雨となった。
○ 令和元年東日本台風（台風第19号）による出水では多いところで600㎜を超える雨量が観測された。また、20mm/h以上の強い降雨が15時間にわたって

観測された。
○ 下流部の田園調布（上）と中下流部の石原、支川浅川の浅川橋では計画高水位を超過し基準地点石原において実績通過流量が約7,000m3/sとなり、現

行河川整備基本方針の計画高水流量6,500m3/sを上回るものであった。

水位(m)

調布橋

▲

▲
▲ ▲

▲
日野橋

石原

▲

浅川橋
報恩橋

田園調布（上）

多摩川河口

▲
降雨状況

【凡 例】

▲ ：水位観測所

● ：雨量観測所

直轄管理区間

水位状況

水文水質データベースにより作成

気象庁HP、水文水質データベースにより作成

観測
開始

過去最高水位（ｍ）
令和元年東日本台風

（台風第19号）における
最高水位（ｍ）

氾 濫
危険水位
（ｍ）

計 画
高水位
（ｍ）

観測所河川

水位発生日時水位発生日時
1938年2.601965/09/18 06:002.472019/10/12 22:001.604.70調布橋

多摩川
1962年3.541982/08/02 04:004.402019/10/12 23:00－4.71日野橋
1932年6.121982/08/02 4:006.242019/10/12 23:004.905.94石原
1928年9.071974/09/01 19:0010.772019/10/12 23:008.4010.35田園調布（上）
1964年4.151971/07/23 14:002.642019/10/13  4:00－3.80多摩川河口
1973年2.662008/8/29 00:003.632019/10/12 21:002.603.58浅川橋浅川
1968年3.282008/08/29 03:003.052019/10/12 21:002.503.69報恩橋大栗川

※ 赤字は過去最高水位を超過、オレンジは計画高水位を超過
※ 日野橋・石原観測所はピーク付近欠測

流域平均2日雨量490㎜
445

446
470

607

653

633
403

429

424

531 386

368 306

320
268

245

20mm以上が15時間 20mm以上が15時間

御岳

檜原

459

観測所の２日雨量

台風経路 レーダ雨量図

出典：気象庁提供資料

流量状況

ピーク付近の流量観測が困難であったことからピーク水位から最大流量を検討

令和元年東日本台風（台風第１９号）の概要（多摩川）
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洪水時の情報提供について

17



洪水予報と水位の関係

警戒レベル２相当 警戒レベル３相当 警戒レベル４相当 警戒レベル５相当

18



国土交通省
関東地方整備局

○「川の防災情報」では、川の水位や洪水予警報、ダムの操作状況などを
リアルタイムで提供しています。

「川の防災情報」

（https://www.river.go.jp/index）

19



国土交通省
関東地方整備局「川の防災情報」

川の水位情報
・河川水位計
・危機管理型水位計
・河川監視カメラ情報
（CCTV、簡易型）

浸水の危険
性が高まっ
ている河川

洪水予報の
発表地域

土砂キキクル
・気象庁
土砂災害の危険度

洪水キキクル
・気象庁
浸水害の危険度

水害リスクライン
・平面的なリスク情報
・河川カメラ

避難情報
・市町村等が発表紙や避難指示
などの災害関連情報

○「情報マルチモニタ」では、気象や水害・土砂災害に関する今の情報を
並べて確認することが出来ます。

ダムの
放流通知、
操作状況

20
（https://www.river.go.jp/index）



国土交通省
関東地方整備局「川の防災情報」 コンテンツの改善

21

主なコンテンツの改善（R7.3～）



国土交通省
関東地方整備局水害リスクラインの概要

〇水害リスクラインは洪水の危険度（越水・溢水）を表示するシステム
〇概ね200mごとに計算した水位と危険水位（堤防高、基準水位）を比較し、左右岸別に
河川の連続的な危険度を表示

危険度の状況に応じて
河川が色付けされる

①平面表示
・河川ごとの危険度分布が確認可能
・観測所位置をクリックすると実況画面、河川をクリックすると水位縦断画面へ遷移
・カメラマークをクリックするとCCTVの画像も表示可能

22



国土交通省
関東地方整備局水害リスクラインの概要

②観測所水位表示
・任意の観測所（▲マーク）を選択すると、当該観測所の実況水位を表示

23



ダムの防災操作

24



国土交通省
関東地方整備局ダムの防災操作（洪水調節・緊急放流）

気候変動に対応したダムの機能強化のあり方に関する懇談会 第２回 令和５年10月２日 【資料２】 25



国土交通省
関東地方整備局緊急放流（異常洪水時防災操作）とは

26



国土交通省
関東地方整備局緊急放流（異常洪水時防災操作）が予告されたら

27



国土交通省
関東地方整備局

○洪水発生前に大雨に備えて、利水容量の一部を事前に放流し、
洪水調節のための容量として活用。

事前放流とは

28



国土交通省
関東地方整備局事前放流に伴う記者発表

29



国土交通省
関東地方整備局事前放流実施フロー

30



国土交通省
関東地方整備局例）宮ヶ瀬ダムでの洪水調節

31



国土交通省
関東地方整備局例）宮ヶ瀬ダムでの洪水調節流（異常洪水時防災操作）

32



国土交通省
関東地方整備局緊急放流に伴う関係機関通知・記者発表

【関係機関通知・可能性の段階】

●

【記者発表・可能性の段階】

●

33



国土交通省
関東地方整備局

令和６年能登半島地震 避難状況関東大震災 避難状況

関東圏の防災力の強化 広域自治体連携ミーティング

 関東地方では、水害・地震・噴火など、様々な大規模災害が想定されるところ。
 関東大震災では、多くの方が都心から北関東などへ一時的に避難。能登半島地震においても、

多くの方が被災地以外へ避難。また自治体間の対口支援も実施されたところ。
 そのような災害時の相互支援を実施するためには、平時からの連携・交流が重要であるとともに、このような、

広域連携は相互の地域・自治体にメリットがあるもの。
 そのため、関東地方整備局として、関東圏の防災力の強化を図るため、首長によるミーティング開催等を通じ、

伴走支援を実施。

１）関東地方で想定される様々な大規模災害

２）関東大震災等では多くの方が被災地外へ避難

３）広域自治体連携のメリット

４）広域自治体連携ミーティング 開催状況

 【第１回】令和５年１２月１３日（水）：川場村役場
※参加自治体数：７自治体（内首長参加６名）

 【第２回】令和６年６月２６日（水）：北とぴあ
※参加自治体数：２３自治体（内首長参加２０名）

 【第３回】令和７年２月６日（木）：北とぴあ
※参加自治体数：２４自治体（内首長参加１７名）

→自治体間の連携をより一層深化するため、以下の各分野における交流・協力
関係を発展させるための「共同宣言」を実施

浸水区域内人口：約540万人
避難者最大７２０万人
（発災２週間後）

影響人口約１９万人
（火山灰堆積厚３０ｃｍ以上範囲）

一 住民間及び団体間の交流
一 地域振興に関わる交流
一 広域避難を含めた災害時の応援
一 地域の保全・発展のための連携

国による伴走支援を継続して実施

【災害時】
・水害時、首都直下地震など大規模災害時
に避難場所を確保

【平時】
・自然豊かな「第２のふるさと」ができる
・水源地域等との交流を通じて、水を慈しむ
意識を高める

【災害時】
・浅間山噴火など大規模災害時に避難
場所を確保

【平時】
・交流人口の増加による地域活性化

交流
相互支援

○○区 ○○町村

26自治体
首長の署名

地域間における広域連携の強化に向けた共同宣言（案）６万人北海道・東北地方

４０万人関東地方

３０万人中部・近畿地方

２万人中国・四国・九州地方

７８万人合計

○東京・神奈川以外に避難した罹災者
（発災より2.5ヶ月後）

震災地の東京、神奈川に隣接
する関東圏に４０万人が避難 34



国土交通省
関東地方整備局

■開催状況

○令和５年１２月１３日（水）１５：３０～１７：００ 川場村役場 交流ホールで開催

○参加者 沼田市長、長野原町長、嬬恋村長、片品村長、川場村長、みなかみ町長、世田谷区、吾妻郡・利根郡自治体関係者、関東地方整備局（全３５名）

○挨 拶 国土交通省 関東地方整備局長

○背景説明 国土交通省 関東地方整備局河川部長

○講 演 川場村役場 外山村長「川場村のむらづくり」

○全体ミーティング 事例紹介（東吾妻町及び草津町の自治体連携事例）、意見交換

広域自治体連携ミーティング【群馬県川場村】 ～都市と地方による広域連携・相互支援の可能性～

主催：国土交通省関東地方整備局 河川部

■挨拶 関東地方整備局 藤巻局長

「大規模災害に備え事前防災
対策をより一層加速化させて
いくことが重要」

「地方と都市部のお互いの良
いところを生かしながら、平時
から連携関係を築けていける
よう皆さんと考えていきたい。」

■意見交換の様子
■主な意見

 都市部にはない豊かな自然や人の温かさやを求めて村と縁組協定を結び、小学
生の移動教室による農作業体験や区イベントでの物産販売など多くの交流を
行っている。（世田谷区）

 大災害時は１自治体でけで避難者を受け入れられない。緑豊かで心温かい利根
沼田、吾妻がスクラムを組んでいくことが大切。（長野原町長）

 北毛地域には宿泊施設も多い。各自治体の都市部との交流をより広域化し、一
歩一歩前に進めていきたい。（嬬恋村長）

■講演 川場村役場 外山村長

『川場村のむらづくり』
• 農業プラス観光（政策）
• 都市交流事業
• 田園プラザ事業
• 木材コンビナート事業
• 新庁舎の紹介

災害時の活用
バイオマス自家発電設備など

◇大規模災害に備え、平時から都市と地方の連携を深めていくことを目的として、川場村と世田谷区の縁組協定の事例を参考に群馬県北部地域
の自治体と意見交換。

◇気候変動の影響で多発する水害や首都直下地震、火山噴火等の大規模災害が発生した際、多くの避難者受入など相互支援が円滑にできるよ
う平時からの体制づくりの必要性を確認。

嬬恋村長沼田市長 長野原町長

世田谷区交流推進課長 片品村長 みなかみ町長

開催状況
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国土交通省
関東地方整備局

■挨拶 関東地方整備局 藤巻局長

■全体ミーティング 事例紹介 ■全体ミーティング 主な意見

■開催状況

 大規模災害に備え平時から都市と地方の連携を深めていくことを目的として、自治体からの事例をもとに意見交換を実施。

広域自治体連携ミーティングを開催しました 主催：国土交通省関東地方整備局

「大規模災害に備え事
前防災対策をより一層
加速化させていくこと
が重要」

「地方と都市部のお互
いの良いところを生か
しながら、平時から連
携関係を築けていける
よう皆さんと考えてい
きたい。」

災害時相互応援協
定、江東５区広域
避難の取り組み等

葛飾区長 中之条町長

豊島区との自治体
連携事業等

北区との災害時相
互支援、交流事業
等

 自治体間の広域連携の強化は大変重要。今後、慣れない土地でも安心して避難生活が
できる環境を整えていく。（板橋区長）

 連携を深めるためには、各自治体がどのような地域か理解することが重要。そのため、
本ミーティングのような緩やかな交流から進めていくことが大事。（長野原町長）

 能登半島地震の際、被災市町村との協定がなく、的確な人的支援が難しい部分もあった
ため、即時的な支援が可能となる実効性のある協定を増やしていきたい。（江東区長）

 自治体により様々な条件・状況があるので、引き続き、コーディネート役を国でやって
いただきたい。（秩父市長）

秩父市長

○開催日時：令和６年６月２６日（水）15:30～ 【於：東京都北区 北とぴあ】

○参 加 者 ：群馬県【沼田市長、中之条町長、長野原町長、嬬恋村長、高山村長、東吾妻町建設課長、片品村長、川場村長、みなかみ町長】

埼玉県【川口市危機管理部長、秩父市長、戸田市長、横瀬町長、皆野町長、長瀞町長、小鹿野町長】

東京都【墨田区長、江東区長、北区長、板橋区長、足立区副区長、葛飾区長、江戸川区長】

関東地方整備局【局長、河川部長、荒川下流河川事務所長、利根川ダム統合管理事務所長、二瀬ダム管理所長】

○挨拶、事前説明：国土交通省 関東地方整備局長、河川部長

○全体ミーティング 事例紹介（葛飾区長・秩父市長・中之条町長）、意見交換

【結果】災害時の相互支援のため平時からの顔の見える関係づくり 及び 広域自治体連携ミーティング継続 の必要性を確認。

開催状況
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国土交通省
関東地方整備局

■挨拶、ご発言 関東地方整備局 岩﨑局長

■全体ミーティング 主な意見

■開催状況

26自治体の首長が広域自治体連携に向けた共同宣言を行いました
主催：国土交通省関東地方整備局

開催状況

「R6能登半島地震など、頻発化・激甚化する災害
に対して、広域支援体制や平時からの連携の重要性
を改めて認識。」

 前回ミーティング（R6.6.26）で廃校活用の提案をしたが、その後、墨田区より相談があった。R7年度には、廃校活用

検討委員会を立ち上げ、廃校活用の方向性を決めていく予定（長瀞町長）

 東日本大震災の際、南相馬市より避難者を受け入れたことを契機に防災協定を結ぶとともに、今でも交流を行っている。

こうした関係人口を作っていくことが肝心（片品村長）

 共同宣言を踏まえ、流域全体での災害協定の締結を提案。協定締結により広域連携の実効性、災害対応力の強化につなげ

られればと考える（江戸川区長）

 上流と下流の地域がwin-winの関係を築くためには、災害時の協定と平時の連携（例えば水源を守る森林整備など）を

セットで進めていく必要がある（横瀬町長）

 広域自治体連携を進めていくために、引き続き、国土交通省の支援をいただきたい（江戸川区長、嬬恋村長、川場村長）

○開催日時：令和７年２月６日（木）15:30～ 【於：東京都北区 北とぴあ】

○参 加 者 ：群馬県【沼田市長、長野原町未来ビジョン推進課長、嬬恋村長、草津町長、東吾妻町長、片品村長、川場村長、昭和村長、みなかみ町長】

埼玉県【川口市副市長、秩父市長、戸田市危機管理監、横瀬町長、皆野町長、長瀞町長、小鹿野町長、東秩父村副村長】

東京都【墨田区都市計画部危機管理担当部長、江東区長、北区長、板橋区長、足立区副区長、葛飾区副区長、江戸川区長】

関東地方整備局【局長、河川部長、荒川下流河川事務所長、利根川ダム統合管理事務所長、二瀬ダム管理所長】

○挨拶、事前説明：国土交通省 関東地方整備局長、河川部長

〇共同宣言の実施、全体ミーティング（意見交換）

【結果】共同宣言を踏まえて、流域全体での災害協定締結の提案があった。そのような協定締結には、災害時のみならず平時の連携も含めた内容が必要

との意見もあり、引き続き、国が伴走支援していくことを確認した。

「災害時の取り組みを自分事化
することが大事。災害時に備え
平時から連携することで相互理
解も深まる。自治体の取り組み
が円滑に発展してくためにも引
き続き、国がコーディネート役
として支援していく。

江戸川区長

長瀞町長

横瀬町長

片品村長

 大規模災害に備え平時から都市と地方の連携を深めていくことを目的として、第３回広域自治体連携ミーティングを開催。

 関係する26自治体のうち24自治体（うち首長参加17自治体）が参加、「地域間における広域連携の強化に向けた共同宣言」を行い、共同宣言の

内容をテーマに意見交換を実施
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